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６月１７日～１９日、沖縄県総合福祉センター「ゆいホール」において全国聴覚障害
者情報提供施設協議会（以下、全聴情協）理事会、施設長会議、総会及び第２２回（通
算第３４回）全国聴覚障害者情報提供施設大会が開催され、当センターより藤平施設長
が参加しました。 

昨年の富山大会において、視覚障害者情
報総合ネットワーク「サピエ」（視覚障害
者に対して点字、デイジーデータ（音声を
利用したデータ）のような総合的な情報提
供施設の設立が求められた。 
現在、考えられる中央センターの機能と

しては、①全国の聴覚障害者情報提供施設
５４施設の統括組織（ ICT の進展や聴覚障
害者のニーズ変化に対応しつつ、ビデオラ
イブラリー、手話言語や字幕付き動画の制
作、手話通訳者・要約筆記者等の派遣など
を行う拠点を統括、②職員の育成の場とし
ての統括組織、③調査・研究の場としての
統括組織、④すべてのきこえない・きこえ
にくい人への支援をはじめ、暮らしに密着
した地域・生活情報などの情報を提供する
ネットワーク）が挙げられた。 
能登半島地震から鑑みて、全国で頻発す

る災害・非常事態へ全国的な互助的な中央
センター設立の方向性で、全国聴覚障害者
情報提供施設協議会と全国手話研修センタ
ーとの協議で進むことになるだろうと思わ
れる。 
来年度の同施設大会は、徳島県で開催す

る予定。 

総会・施設大会は輪番での開催となって

おり、昨年は富山だったが、今年は第６

（九州）ブロックが当番のため、沖縄県と

なった。会員施設５４施設のうち５１施設

が集まった。 

まず、理事会や施設長会議が行われた。

特に、施設長会議では「聴覚障害者情報提

供施設の経営及び職員処遇にかかる実態調

査」の結果分析ならびに対策方針の提起が

行われた。全国的に運営形態として公設民

営が多く、半数が指定管理制度で縛られる

施設も多く、限られた補助金で運営してい

る施設が多く、常に常勤職員等の人員不足

があり、職員待遇の課題について議論が行

われた。全通研が「2025 年雇用された手

話通訳者の労働と健康について」報告書が

出されたように、平均年齢が 58 歳である

中で、情報提供施設として若年層の職員の

入職と育成が共通の大きな課題となってい

る。 

総会では 202５年度事業報告・決算、

202６年度事業計画・予算に関して審議。

その時に、第２ブロックにおいても、202

６年度の活動計画書『施設長研修会・会議

（新潟）』『コーディネーター研修会（石

川）』『ソフト制作担当者研修会（富

山）』において実施予定といった内容が了

承された。 
施設大会では、会場が沖縄のため、正午

に解散するため、４５分程度の式典の後、
厚生労働省より「（調査結果から見た）情
報提供施設の職員処遇の課題」が話され、
その上全聴情協役員による「中央センター
構想にかかる意見交換会」が報告された。 
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手話通訳ニーズの増加に伴い、県内でも「手話通訳士」の人材不足が課題となっています。来る

9 月 27 日の実技試験に向け、5 月から 9 月まで全 5 回にわたる特訓講座を実施しています。今年は 

８名が合格を目指して受講しています。事前課題と講座内で読

み取りや聞き取りの通訳に取り組み、講師から評価を受け技術

研鑽をしています。この難関試験に合格し一人でも多くの手話

通訳士が誕生することを期待しています！ 

※学科試験は７月 26 日に行われました。 

 

 

 

 

 

 

■目  的  要約筆記を行う上においての資格、条件を備えた要約筆記者の養成 

■開 催 日  令和８年１０月３日（土）～ 令和９年２月１３日（土） 

＊毎週土曜日 概ね 13時～17時（午前開始の日あり、他行事により休講あり） 

■会  場  石川県社会福祉会館（駐車場は使用不可） 

■受 講 料   無料。ただし教材費が別途必要です。講座初日にお支払いいただきます。 

■申込方法  受講申込書に必要事項を記入し県聴覚障害者センターまで郵送・持参ください。 

       書類は８月３日(月)より下記 Webサイトからダウンロードできます。 

■提出書類  受講申込書、教材申込書、返信用封筒（長３封筒に住所・氏名を明記し 110円分の切手を貼付） 

■申込締切   ９月 11日(金)（当日消印有効） 

■申 込 先  社会福祉法人石川県聴覚障害者協会 要約筆記者養成講座担当 宛 

        〒920-0964 石川県本多町 3丁目 1番 10号 石川県社会福祉会館内 

＊詳細は下記「石川県聴覚障害者センター」Webサイトをご覧ください。

https://www.deaf.-ishikawa.or.jp/ 

令和８年度 石川県要約筆記者養成講座 
前期課程 受講生募集 

要約筆記を初めて学ぶ方も受講できます。要約筆記者を目指してみませんか？ 

 

職員募集のお知らせ 

募集職種：手話通訳士（手話通訳者）/若干名 

申込期間：令和８年８月３日(月)～８月２７日(木)まで 

１次試験：令和８年９月２７日(日) 

お問合せ：白山市総務部職員課 TEL：076-274-9502 

 

白山市 

白山市ホームページはこちら↑ 
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石川県ろうあ者福祉大会へ参加しました 
令和８年７月５日（日）、能美市で第５９回石川県ろうあ者福祉大会が開催され、やなぎだハウ

スのみんなでバスに乗って参加しました。やなぎだハウスの利用者にとっては、ほかの地域の

ろうの仲間たちに会える、毎年の楽しみでもあります。今回も、やなぎだハウスで製作した商品

の販売をしました。来てくれたお客様に「この商品は私が作ったんだよ。買ってね！」と一生懸

命にアピールする利用者の姿も見られました。今回も、お客様にたくさんの商品を買っていた

だくことができました。本当にありがとうございました。また来年もぜひ参加したいですね！ 

毎日、製品づくりを頑張っています！ 
令和８年５月に、震災の時からお世話になっている佛教大学の後藤先生と高浜町社会福

祉協議会の職員さんがこられ、たくさんの着物などをご寄付いただきました。１０月に行わ

れる高浜町のお祭りで、いただいた着物で作ったやなぎだハウスの製品を販売していただ

く予定です。それに向けて一生懸命に布ぞうりやスリッパ、腕ぬきの製作に励んでいます。

また、県内の手話サークルの方からも布の寄付をいただきました。やなぎだハウスのため

に、いろいろとご協力をいただきましてありがとうございます。感謝です。 


